
るもが多数観察された．
同じように図５で見られるタイプⅡの扇型双晶

は，Ｂタイプの長柱状扁平ジルコン(③)の上側の
ａ面が115°に，また下側のａ面も115°になって
いて④のような双晶を形成している．実際に顕微
鏡で観察されるものは，模式的な双晶は少なく
図７の写真のような不規則なものが多く，ⅠⅡの
どちらのものか区別がつきにくい場合もあっ
た．今回検鏡したジルコンの約30%が扇型双晶で
あったが，その約90％がタイプⅠで，タイプⅡは
少なかった．

クサビ型双晶
ジルコンの双晶で一番多いのがクサビ型双晶で

あり，全体の約50％を占めている．クサビ型双
晶は，扇型双晶と同じように非常に多様な形を
しているが，形状の違いから二つに分類した．ジ
ルコン結晶の柱面（ａ面）にクサビ状の結晶が
一つ入り込んで双晶になっているタイプを「クサ
ビⅠ型双晶」，同じようにクサビ状の結晶が二
つ入り込んでいる「クサビⅡ型双晶」（仮称）と
した．
クサビ型双晶は，長柱状或いは扁平状結晶が別

の結晶と結晶軸を互いに115°を保ちながらクサ
ビ状に貫入しその先端が双晶面になっているよう

な形状をしている．模式的な図８に見られるよう
に，扁平な結晶Ｂが結晶Aに，図９では長柱状結
晶Ｇが結晶Ｆに貫入したような形状をしている．
さらに，結晶が深く入り込み底辺の結晶面（ａ
面）に達すると扇型双晶に変化したように見ら
れる(図８の③，図９の②)．そのとき切り離され
た結晶Ｅ，Ｊがときどき見いだされる．貫入し
た結晶は扁平で薄く厚さが約10～15μであり，
暑さ20～30μの下の結晶にの中にサンドイッチ
状に挟まれたような状態で観察され，さらに下
の結晶に入り込んでいる部分を偏光顕微鏡で観察

図５. 扇型双晶(ﾀｲﾌﾟⅡ)（模式図）

図６. 扇型双晶（タイプⅠ）の顕微鏡写真(×400)

図７. 扇型双晶（タイプⅡ）の顕微鏡写真(×400)

図８. クサビⅠ型双晶の模式図(扁平状結晶）

図９. クサビⅠ型双晶の模式図(長柱状結晶)

図４. 扇型双晶(ﾀｲﾌﾟⅠ)（模式図

図11. クサビⅡ型双晶の顕微鏡写真(×400)

図10 クサビⅠ型双晶（下はハサミ型の顕微鏡写真



すると虹色の干渉色を呈することより結晶内部
に行くほどに薄くなると考えられる．クサビⅠ型
双晶には上述したものと形態が少し異なる，図
８～９の④，⑤にあるように貫入した結晶が大
きく成長してハサミのような形状をしたもの（ハ
サミ型）が観察される．両方の結晶は同じよう
に115°で交叉しており双晶の関係になっている．
この結晶は，扇型双晶とクサビ型双晶との中間
に位置する結晶と考えられる．クサビⅠ型の双晶
はクサビ型双晶のなかで約60％を占めている．
クサビⅡ型双晶は図12の模式図と図11の顕微

鏡写真に見られるように扁平状の結晶に小さな
二つの結晶が両方から貫入しているような形状を
している．この二つの結晶は貫入した方向が正反
対になっており，双晶面が互いに平行か或いは同
一面になっている．この，二つの結晶はⅠ型と同
じように薄く挟まれた状態で先端ほどに薄く
なっている．また，一部の結晶では両方が細く線
でつながっていたり或いは完全に結合したように
見られるものもある．これは，ジルコンの結晶或
いは双晶の生成過程に関係があると考えられる．

まとめと考察
双晶ジルコンは，県内ではSK030と沼沢パミス

タフだけにしか見いだされていない珍しいもの
で，いずれも更新世中期～後期の火山活動で形成
された火山砕屑物が陸上或いは海底に堆積され
たものである．SK030のジルコンの双晶は，特徴
的な形状をもつものが多数観察された．双晶を形
成する結晶の結合のしかたによっていろいろな双
晶が形成された．それを整理して「扇型双晶」と
「クサビ双晶」の二つのタイプに分類できた．こ
れらは，まったく違った形状をしているが中間型
も多く見られた．この事は，双晶形成に何らか
の関連があると考えられる．これらの課題を解決
するためには，今後，SK030以外の双晶ジルコン
のを比較検討を行いながら双晶の形成過程を結
晶構造の仕組みをミクロな視点で調べていきた
いと考えている．
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